《リズムの特徴を捉えて変化のある動きを組み合わせて、リズムに乗って全身で踊ろう！》
（　　年　　組　No.　　名前　　　　　　　　　　　　　　　）
	①学習内容を知り、学習の見通しを持とう。
	《使われる用語》オンカウント・エンカウント・16ビート・シングル＆ダブル・アップ・ダウン
《使われる動き》ビズマーキー・ポニーステップ・ポップコーン・サルサロック・ランニングマン
・ヒット・スローモーション・ウェーブ・ダイムストップ・パントマイム・スマーフ

	②基本的な技術と振り付けの覚え方を学ぼう。
	《自分の動きの工夫》




	③繰り返し踊り、リズムに合わせて大きく踊ろう。
	《自分の動きの工夫》




	④曲や音の特徴を捉え、リズムに乗って繰り返し全身で踊ろう。
	《自分の動きの工夫》
動きやすさ・音の表現方法・魅せる方法
	《友達を観て》
〇〇さんが～～で良かった！・もっと良くなる方法

	
	




	

	⑤いろいろな音を表現し、互いに見せ方を楽しもう。
	




	

	⑥いろいろな曲や見せ方で、リズムに乗って自由に踊ろう。
	




	

	⑦グループ同士で見せ方を工夫して踊り合い、評価し合あおう。
	




	

	⑧学習成果を鑑賞･評価し合い、単元のまとめをしよう。
	




	

	《授業を終えての感想》
	





HIP－HOPとは？
HIP-HOPはダンスの種類として誤解されやすい。HIP-HOPとは「文化」のことであり、
《ＭＣ》《ＤＪ》《ＧＲＡＦＦＩＴＩ》《Ｂ-Ｂｏｉｎｇ（ブレイクダンス）》の４要素を合わせてHIP－HOP CULTURE（カルチャー）という。発祥は１９８０年代初頭、アメリカ・サウスブロンクス地区、ギャングの抗争が絶えないスラム街。
当時、ストリートの権力を持っていたアフリカ・バンバータというDJが、暴力ではなく「ダンス」で勝敗を決めようと提唱し、HIP－HOPの精神を広めていった。次第に、エネルギーの発散を暴力でしか表現できなかった若者は、ある者はダンスで、ある者はラップで、または音楽、グラフィティに熱中し、一つの「文化」として広まっていった。
そして、２０２４年、ブレイクダンスがパリ五輪の正式種目となる。
　ちなみに、「B‐boy」とは、HIP-HOPをしている人を表し、Ｂ系とは「ブラックカルチャー系」の略で、黒人文化を真似たファッションのことである。
【設計図（８どり）を作ろう！】８カウントの下に棒人間や
文章で、動きを解説しよう！
８
８の上を塗りつぶして、そこを矢印して動きを解説するなど、工夫する。
「Take it!」

イントロ　　8 



「Shake it! Shake it!」
「３．２．１．GO!」
「Shake it!」
「Come on!」
「Yeah!」

《１番》（00:43）

Aメロ　　　8         8         8        8　　　　　       8    8     8    8　


（00:56）

8   　 8　 　　  Bメロ　　　8         8         8        8　　



ハンドクラップ！アルプス一万尺


8 　    8 　    8   　  8　　　　　　　8 　　


曲調変化！（1:15）

テンポアップ（1:39）


Cメロ　　　8 　   　　  8  　　　    8   　 　　  8     　　　 8  　　　    8 　　　　　　　8   　 8　  


（1:49）


 　8  　　　　　　　　　Aメロ　　8        8         8        8　 　  　　8     8      8      8



アルプス一万尺

１番の繰り返し。自分でアレンジ！
（2:27）


  8      8　　　　　　　　　Bメロ　　　8        8        8        8　



（3:12）
）

8      8      8      8　　　　　　　  8   　　 8   　　 8   　　 8　
観客が盛り上がるショーにするために、効果的な隊形づくりを！

